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田芋栽培の地域的展開
６．本部町の田芋栽培

外間数男

(元沖縄県農業研究センター名護支所）

ＫａｚｕｏＨＯＫＡＭＡ：Regionaldevelopmentoftarocultivationinthepaddyfield

６．TarocultivationinMotobutowninOkinawaPrefecture．

はじめに

本部町は，沖縄本島中南部と北部の地形・地

質的特徴を併せもつ高島・低島混在地域である

(目崎，1985)．備瀬崎から豊原にいたる|日上本

部は第四紀石灰岩の段丘からなることで低島的

である．また内陸部の急峻な山々が深い谷を刻

み連なることは典型的な高島である．

｜日上本部地域は古くからの畑作地帯であり，

サツマイモや麦，大豆などが栽培されていた．

また満名川の河川域には沖積地が広がり，水田

地帯が形成されていた．この多様な地形・地質

は農業の多面的な発展を促し，本部町を国頭郡

最大の村に押し上げることになった．１９１５（大

正４）年の戸数2,667戸，人口17,239人は国頭

郡全体の16.7％を占め，1960年代初期まで２万

人台を維持していた．

しかし1960年代以降から過疎化は進行し，農

業の従事者は高齢化にはどめがかからず，耕作

放棄率は40.9％（2005年）にも達している．放

棄率は北部地域で最も高く，突出する．満名川

沿いの水田地帯は，現在田芋が栽培されている

が，田の利用率は約60％にすぎない．田芋は地

域特産品として多角的に活用できる逸材である

が，その前途は厳しい．

本部町の田芋栽培は，古い水田形態のもとで

伝統的色彩の濃いことが特徴的である（写真ｌ）．

写真１．小川沿いにある田芋田．

田芋栽培地の伊野波，並里（写真２）は圃場の

基盤整備が行われておらず，不整形・小区画で

写真２．山間地の満名川沿いにある田芋田．

畦立栽培を行い，ソウシュジュ（写真３）など

生茎葉をすき込む点で宜野湾市や金武町と大き
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く異なる．
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写真３．田芋田へのソウシュジュのすき込み．

本部町の田芋栽培については，全く報告がな

いか少なく（蝦名，1993)，栽培の技術構造や

生産の歴史的展開については明らかでない．今

回，本部町における田芋栽培の現状を調べ，自

然環境や歴史，文化などとの関連で検討し，伝

統的栽培地域における田芋栽培の存立条件を明

らかにした．なお調査は1999年から2006年にか

けて継続的に行った．調査に当たっては本部町

役場や生産農家に協力をいただいたので感謝の

意を表す．

図１．本部町における田芋の調査地点．

漁港として重要な役割を果たしてきた．また|日

上本部飛行場跡地一帯は古くからの農耕地であ

り，最大人口を擁する大きな原動力となった．

｜日上本部飛行場跡地は隆起サンゴ礁に由来す

る島尻マージ地帯であり，アルカリ性を呈する

が，満名川流域は粘板岩や段丘堆積物の沖積地

であり酸性の国頭マージである．2006年に田畑

の土壌ｐＨを調査したところ，田は全てｐＨ6.0

以下であり，大部分がｐＨ4.0～5.5の範囲にあっ

た．畑はｐＨ4.0～4.5が多く，典型的な酸性土

壌地域であった（表１）．田芋の最適ｐＨは中性

から弱酸'性であることから，酸度矯正が必要で

ある．

１．自然および社会的条件

１）地勢

本部町は本部半島西端に位置し，総面積は

55.17kｍ2である．本部半島は多様な地形が複

雑に入り込んだ地域である．半島北には乙羽山

地，南には嘉津字山地が東西に連なり，山地周

辺には丘陵地が広がる．丘陵地は，大起伏丘陵

であることから海岸段丘に起源をもつと推測さ

れている（目崎，1985)．乙羽山地の西には三

畳紀石灰岩の円錐カルストが発達する（図１）．

南北の山地間を満名川が西にながれ，流域に

沖積地が広がり水田地帯が形成されている．

河口には渡久地港が開かれ，古くから交易港，

表１．本部町の田芋田の土壌pH．

土壌ｐＨ

4.0～４．５４．６～５．０５．１～５．５５．６～６．０６．１～６．５

田芋田

畑地

５

１

２

１

２
０

０

１
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２）社会的条件

本部町の人口は14,385人（2005年）である．

1950年の27,552人に比べほぼ半減している．ま

た'970年の17,152人に比べても約19％減少し，

過疎化が進行している地域である．人口密度は

265人/km2であるが，北部地域の平均155人／

km2より多く，金武町，名護市に次ぐ過密な地

域である．

2000年度の就業者数は6,185人（43％）であ

る．そのうち第１次産業は986人（15.9％）で

あり，そのほとんどが農業従事者である（820

人)．第２次産業は1,100人（17.8％)，第３次

産業は3,543人（57.3％）となり，サービス産

業など第３次産業が突出する．

農家数は531戸（2005年）であるが，自給的

農家が35.6％（189戸）を占め，兼業農家は

33.7％（179戸)，専業は24.1％（163戸）となっ

ている．また販売農家（342戸）のうちで，耕

地面積Ｏ５ｈａ以下の農家数は37.4％（128戸）

を占め，０．５～１ｈａの45.0％（154戸）と合わ

せ，ｌｈａ未満の農家が80％以上に達する．また

’～３ｈａが16.1％（55戸）となり，３ｈａ以上は

1.5％（５戸）にすぎない（沖縄総合事務局，

2006)．

表２．本部町における耕地の利用状況')．

hａ

年度耕地面積田普通畑樹園牧草地

'964

1975

1985

1995

2000

2005

1,428

９２９

１，１６０

９７７

７９８

６３８

１
３
６
７
７
５

870

583

836

779

610

453

557

338

300

176

157

154

５
９
５
４
４

１
１
２
２

1）内閣府沖縄総合事務局農林水産部「第１次～３４

次沖縄農林水産統計年報」

Iま'995年に７ｈａと増加したが，現在５ｈａであ

り，今後とも維持されるかは不透明である．

本部町の農業粗生産額は18.6億円（2004年）

である．生産額の35.5％・６．６億円はキクが占

め，次いで養豚2.7億円・１４．５％，肉用牛1.6億

円・８．６％と続く．主要農産物の生産額は，キ

ク以外にサトウキビが1.3億円・７％を占め，

ニガウリの’億円・５．４％，ミカン0.6億円・

3.2％，タンカン0.5億円・２．７％となっている

(表３）．

表３．本部町における主要農産物の面積')と

生産額2)．

ｈａ・百万円

面積生産額種類

２土地利用と農業生産

本部町は急峻な山々がそびえ，険しい地形条

件から耕地率は11.6％にすぎない．沖縄県の耕

地率は15％であることから，耕地率の低い地域

である．耕地面積は638hａ（2005年)，田が５

ha，普通畑453ha，樹園地l54haとなっている

(表２）．

耕地面積は1964年の1,428haに比べて55％近

くも減少しているが，そのほとんどは耕作放棄

である耕作放棄地は全面積の40％にもおよび，

高齢化の進展にともない増加の一途にある田

きく

サトウキビ

ニガウリ

ミカン

タンカン

キャベツ

マンゴー

０
５
６
１
１
５
６

６
２
１
２
７
２

１

０
０
０
０
０
０
０

６
３
０
６
５
５
４

６
１
１

〈
ロ

計 1,130324

1）内閣府沖縄総合事務局農林水産部統計調査課

「平成16年度産園芸・工芸農作物市町村別統計

書」

２）内閣府沖縄総合事務局農林水産部「第34次沖

縄農林水産統計年報」

田芋の生産額は統計資料がなく不明であるが，
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2004年の出荷額22tは県中央卸売市場年平均価

格404円/k９（2004年）で換算すると900万円程

度となる．しかし出荷量が不確実であり，相対

取引中心であることから実際の数値はかなり異

なると思われる．

放棄田を再度耕起し，田芋を栽培する動きもあ

ることから，面積の大幅な減少はないと思われ

る．しかし高齢化が急速に進行していることか

ら，田芋が今後とも存続できるかは予断を許さ

ないものである．

満名川沿いで田芋栽培がいつ頃から行われた

かは不明であるが，栽培は戦前からみられたと

いう当時田は水稲が中心であり，田芋は水稲

わきにわずかに栽培されていたにすぎなかった

(蝦名，1993)．1987年には田芋の栽培面積が８

haに達するが，現在３ｈａに減少し（表４)，田

も５ｈａに減じている．田の残りは放棄田か転

作田である．伊野波では田がサトウキビに転換

３．田芋の栽培地

本部町は，北部地域のなかでも水田の少ない

ところであった．琉球王国時代の各間切（市町

村）の水田割合は，名護，羽地，大宜味，国頭

が70～80％を示したのに対し，今帰仁では23％，

本部15％であり，伊江島は皆無であった．前者

は水田の卓越する地域であり，後者は畑作地域

といえる．また沖縄本島の島尻（南部)，中頭

(中部）地区は，豊見城間切のみが５０％を越す

のみで，西原間切の43％以外，全て40％以下で

あった．沖縄本島中南部は今帰仁，本部と同様

に畑作の卓越地域であった．これらの地域では，

琉球王国時代に壬府からサトウキビの栽培が許

されていたが，稲作地域では固く禁じられてい

た（本部町史，1994)．

本部町は畑作の卓越する地域である．しかし

伊野波，並里の満名川沿いは古くからの水田地

帯であり，具志堅の大川沿いでも水稲が栽培さ

れていた（仲里，1978)．水稲栽培は1960年代

以降から消滅の一途をたどり，そのほとんどは

サトウキビに転作され，また－部は放棄田とし

て取り残されてきた．これらの放棄田には田芋

が植えられ，新たな用途に生まれ変わってきた．

伊野波，並里の満名川沿いには小規模水田が

広がり，田芋田として地域農業を支えている．

生産者は約１０名程度であるが，大部分が70歳代

の高齢者である．最近40歳代の若手が３名参入

し，高齢者の技術が素直に伝達されている．現

在，水田面積は５ｈａであるが，放棄田なども

あることから実際はそれ以下と思われる．また

表４本部町における田芋の生産推移')．

ｈａ・ｔ

年度収穫面積収穫量ｋg/10ａ出荷量

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

５
６
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
Ｏ
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

１
２
２
３
３
３
６
６
８
８
７
６
６
６
６
６
６
６
５
４
４
３
３
３
３
３

６
８
９
７
８
０
８
８
８
６
５
５
５
８
１
１
５
６
７
７
０
７
５
５
３
４

１
３
３
４
４
５
８
７
９
９
８
８
８
８
８
８
８
７
５
４
５
４
４
４
４
３

1066

1461

1500

1567

1600

1667

1467

1300

1225

1200

1214

1417

1417

1467

1350

1350

1417

1267

1140

1175

1250

1567

1500

1500

1500

1133

０
８
８
５
７
７
６
５
８
７
９
０
０
２
７
７
０
５
４
８
０
０
８
９
８
２

１
２
２
３
３
３
６
５
６
６
５
６
６
６
５
５
６
４
３
２
３
３
２
２
２
２

1）内閣府沖縄総合事務局農林水産部統計調査課

「昭和54～平成16年度園芸・工芸農作物市町村
別統計書」

され（写真４)，また連作対策で菜園化されて

いるが，田芋の消失も懸念される．並里では連
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作対策の放棄田が散在するが，回復されずに放

棄されたところもあった．

継続されるかは不透明である．

４．田芋栽培の技術構造

１）品種と作型

2006年７月に品種の調査を行ったところ，調

査した45筆全てが白茎系であり，赤茎系は確認

できなかった．また赤茎系はみたことがなく，

判別できない生産者もいることから，白茎系の

単独地域といえる

本部町の田芋は冬植が一般的である．盆用出

荷を目的とした夏植えもあったが，量的に少な

い．また周年需要があることから，収穫時期を

ずらした栽培もあるが，植付け時期は冬から春

植が多い．また夏植えは芋腐敗をきたしやすく，

美味しくないことも作型の定着しない要因になっ

ていると思われる．

写真４．転換畑と田芋が混在．

田芋田の畦道は細く軟弱で，不整形の小区画

に配列されていた（写真５）．田は除草され，

手が充分加えられていた．しかし畦立て栽培で

あることから雑草がはびこり，畦畔の除草も追

いつかず，また雑草の繁茂した放棄田が散在す

ることから，荒れた感じは否めない．

２）耕起及び植付け

本部町の田は，現存するなかで最古の形態で

あり，１筆面積は極めて小さい．2006年に一筆

面積を調査したところ，5011f以下が全体の32.4

％を占め，５１～l00niの52.9％を合わせると全

体の85％が10011f以下である．また101～20011ｆ

は１４７％で，201㎡以上が皆無であったことか

ら，田は全て200㎡以下であった．

田は不整形で小規模であることから，トラク

ターは利用されず，小型耕転機のみである．ま

た手作業による場合もあった．耕起は一般的に

落水後に行われ，湛水下で行うことは少ない．

しかしソウシュジュなど有機質資材の踏み込み

は湛水下で行われていた．

収穫時に植付け用苗を選定することは県内主

要産地と同じである．掘り取り後，芋と葉柄の

境を切断し，切口の褐変程度を確認して良苗を

選り分けていた．苗としては親芋，子芋が用い

られ，親芋が好まれていた．

写真５．不整形小区画の田芋田．

本部町の田芋は，小規模栽培であり，高齢化

のなかで生産拡大は厳しく，また相対取引は価

格交渉で不利を被りやすい．また転換畑が田に

接近し，客土されることから田への復元は不可

能である．田畑転換と生産者の高齢化は田芋栽

培にとって危機的であり，今後とも田芋栽培が
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り，かなり密植栽培になっていた（表５）．田芋の植付間隔は田植綱や定規を用いること

もあったが，ほとんどは大まかに決められてい

た．田の耕起・整地後に，田面上に鍬やショベ

ルなどを用いて縦に溝が掘られる（写真６，７)．

畦幅は，溝掘り作業のなかで溝や農具の大きさ

によって決められる．また株間は勘を頼りに目

測で決めることも多く，ほぼ一定間隔になるが，

生産者で大きく異なった．

表５．本部町における田芋の栽植距離別筆数．

2025130135140145150

551

植付け後１～２月ヶ目に培土が行われる．培

士は平均培士および高培士と２回行われるが，

１回で高培土して終了することもあり，また３

回実施することもあるという．いずれも培士時

には追肥し，除草も兼ねて実施される．

1999年に栽植法の調査をしたところ，畦立栽

培は113筆中103筆（915％）に及び，平植栽培

は１０筆（8.8％）にすぎなかった．また2006年

には畦立が90.9％（60筆）を占め，平植は9.1

％（６筆）であった．

畦立栽培がいつ頃から行われたかは不明であ

るが，1990年頃という．それ以前はほとんど平

植栽培であったが，畦立てすることで増収した

ことが広がる契機になったらしい．畦立栽培は

収量が多いが，多大な労苦を伴うものである．

高齢者にとって培士作業は負担過重であり，や

めたいとの話もあった．高畦栽培が今後とも継

続されるかは厳しい状況にあった．

畦立栽培は喜界島でもみられ，溝植えと培土

が行われていた（外間，2005)．またハワイで

写真６．植え溝に植えられた田芋．

写真７．畦立栽培の田芋．

栽植距離は，畦間25ｃｍから65ｃｍまでおよび，

株間も20ｃｍから50ｃｍまで多様であった．畦間

は40ｃｍが最も多く，全体の40％を占め，次い

で35ｃｍの16.5％である．畦間35～45ｃｍが全体

の70.6％を占め，株間は30～35ｃｍが５５５％を

占めるが，２０ｃｍを加えると全体の78.8％とな
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は畦立栽培が中国人によって始められ，増収に

つながったという（久武，1993)．畦立栽培は

増収効果が大きく，小面積で多収をあげるには

好都合である．しかし植え溝掘りや培土を手作

業で行うには負担が大きく，大面積では難しい

規模の小さい家庭菜園的な栽培から生まれたも

のと思われる．

注水を控えることもあるという．

また畦立て栽培であることから，植付け初期

には畦の地上面が畑状態になることで雑草が繁

茂しやすい．田が小規模であることから，ほと

んど手作業で数回（２～５回）除草されていた．

除草剤を用いることはなかった．除草は植付け

初期を重点的に行い，生育中期以降は雑草の繁

茂程度を勘案しながら除草を判断していた．

３）施肥

植付け前の基肥には牛糞を用いることが多い

が，鶏糞を用いることもあった．牛糞の施用量

は一定でないが300kg～600kg/ｌＯａの範囲にあっ

た．また鶏糞を用いる農家は少ないが，600ｋｇ

/１０ａ施用されていた．いずれも市販品が利用

されている．基肥として化学肥料は，キビ肥料

('8-10-14）やいも肥料（9-9-8）が用いられ，

200～360kg/ｌＯａの範囲に施用されていた．

また追肥はｌ～２回行われるが，肥料として

キビ肥料や芋肥料が用いられ，植付け後１～２

ケ月後の培士時に施用されていた．追肥は６月

までには終了するそれ以降の施肥は生育が旺

盛となり，芋腐敗を起こしやすいという．

５）病害虫防除

田芋は梅雨時期になると疫病が発生しやすい．

本部町は比較的発生の多い地域であるが（外間，

2006)，同病による被害はないというまた連

作に伴う芋腐敗は，大きな問題ではない．かっ

て被害があったらしいが，休耕や水管理などで

ほとんど問題にならなくなった．しかし台風襲

来後は芋腐敗が出るという．

食葉性害虫としてハスモンヨトウやイッポン

セスジスズメ，イナゴモドキなどが夏期の生育

最盛期に多発していたが，スミチオンやDDVP，

スミバッサ乳剤が散布されていた．薬剤散布は

多発後になることが多く，的確な対策が必要で

あった．また土壌害虫の防除対策として，植付

け時にエカチンＴＤを処理することもあった．４）管理

本部町でも宜野湾市大山や金武町と同じよう

に湛水・落水を繰り返し，田地に空気の循環を

図る栽培法が採られていた．田芋栽培にとって

水管理は極めて重要であることに地域間差はな

かった．かって連作障害が大きな問題になった

とき，湛水・落水を繰り返すことで回避された

ことが，現在に引き継がれた防止技術である．

田芋田は沖積地にあることから，地下浸透が少

なく滞水しやすい．水が澱むと芋腐敗を起こし

やすいことから，田への酸素供給は重要である．

特に夏期の滞水は芋腐敗を誘発しやすいことか

ら注水・落水に注意し，地割れを起こすまで

６）収穫調整

収穫は落水後または湛水下で掘り棒を用いて

行われるが，全株を一斉に収穫する例が多い．

収穫後は圃場内で調整を行い，芋の切断面から

良品を判別し，水炊きされる．

水炊きされた田芋は，仲買業者に渡され，ま

た個人業者に個別に販売される．農協取扱いは

ない．

5．田芋栽培の社会的背景

田芋は沖縄の盆・正月にとって不可欠な食材
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も栽培されていた．町域はほとんどが急峻なる

山々が海岸線にせまり，平地の極めて少ない高

島的』性格をもつ地域でもあるが，満名川沿いや

海岸沿いには小規模の沖積地がみられ，水稲が

栽培されていた．

満名川は本部半島の山々を源とする全長6.5

kｍであり，流域面積は12.4kｍ2におよぶ．河

川沿いはマンナターブク，ヌファターブクとい

われるほどの水田地帯であり，水稲が栽培され

ていた．現在水稲は消失し，田には田芋が植え

られている．田芋は，水稲が盛んであったころ

は脇に植えられ，日陰の存在であった．サトウ

キビの増産や干ばつなど田畑転換が促進するな

かで水稲は消滅し，代わって田芋が脇役から登

場してきた．また圃場の基艀轄備が行われなかっ

たことも，田芋の存続につながった．

琉球王国時代の本部間切は，田高／畑高の割

合の低い疲村であった．しかしサトウキビの作

付制限撤廃後（明治19年）は畑の値打ちが高ま

り経済伸長が著しくなった（渡口,1975)．１８８３

(明治16）年の人口は2,352戸・’1,594人であっ

たが，１９０３（明治36）年になると3,051戸・

'7,336人に急増している．２０年間で150％近く

の増加率を示している．増加には士族の寄留・

開拓（屋取集落）とともに，サトウキビ生産に

伴う生活水準の向上も影響していると思われる．

本部町は，田芋の伝統的栽培技術が色濃く残

す地域である田は小規模で不整形をなし，機

械化を効率的に行うには難しい．しかし現在ま

で基盤整備が行われなかったことで田が残され，

田芋が栽培されてきた．田は消滅すると復元は

極めて難しい．水利が便利で，貯水可能であれ

ば田は復活するが，客土や埋士すると復元でき

ない．田芋が細々と栽培されていたことも田を

蘇らすことにつながった．水田は1964年にｌ

ｈａまで落ち込むが，田芋の生産拡大にともな

である．冬期の田芋は味が良く，入手も容易で

あることから，古くから正月料理に用いられて

きた．県内生産の田芋はほとんど11月から翌年

の３月までに収穫し出荷される．８月の盆用は

県産占有率が低く，海外産に依存している．

本部町で生産された田芋は仲買業者によって

中南部で小売りされる．また田芋のテンプラな

どを販売する店舗が街道沿いに現れ，生産の後

押しになっている．現在５店舗が専用，兼用で

販売している．テンプラ原料は自前で生産・確

保し，また販売する点で地域経済に与える影響

は大きい．今後田芋テンプラが地域特産品とし

て周知され，観光やイベントに販路拡大される

ことで，田芋の生産は増加し，生産から加工・

観光にいたる産業の活』性化が図られると思われ

る．

伊野波・並里地区の田は，基盤整備されてい

なかったことも田芋の存続に幸いしている

沖積地では，排水が悪いことから畑作物を栽

培するには客士が必要になる客土は経費を要

し，また小規模ではできない．所有者が入り込

み，また借地では自前の整備が難しい．田は放

棄されても転作されず，未整備で残ったことが

田芋栽培の存続につながったと思われる．

また過疎化の進行にともない生産者の高齢化

は著しいが，菜園的な生産形態である田芋は栽

培が容易であり，また零細ではあるが収益'性の

あることも，消滅することなしに現在に継続さ

れる理由である．

おわりに

本部町は高島と低島的性格を併せもつ地域で

ある．備瀬崎から東の|日上本部飛行場跡にいた

る地域は丘陵地を形成し，かっては大豆や麦な

どの穀倉地帯であり，サツマイモなどの食料供

給地でもあった．また湧水や谷底低地では水稲
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い1987年には８ｈａまで増加した．しかしその

後は減少傾向を示し，現在３ｈａに落ち込んで

いる．

本部町は過疎化の進行とともに農業の高齢化

の著しい地域である．農業就業者の年齢構成

(1995年）をみると，16～59歳の生産年齢は全

体の30.9％にすぎないが，６０歳以上は72.2％と

高率である．県平均と比べても，生産年齢は８

ポイント低く，６０歳以上は９ポイント近くも高

くなっている（沖縄総合事務局，1996)．特に

田芋栽培従事者は高齢者が多く，引退とともに

栽培を放棄しかねないものである．最近若手生

産者が出たことは歓迎すべきものであるが，継

続されるかは予断を許さないものである．

田芋は地域にとって重要な資源であり，地域

の活性化に繋げることのできる逸材であること

を認識することが重要である．地域資源として

の位置づけを明確にし，生産から加工，観光に

いたる一連の産業連携を構築することで，田芋

の生産が衰退なしで生き残り，継続されると思

われる．
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